１図形の描き方.docx
１　図形の描き方
（１）基本図形の描画
ハンドルの名前
機能
サイズ変更
ハンドル
オブジェクトをクリックしたときに枠線上に表示されるハンドル。大きさを調整したいときに、このハンドルをドラックします。
調整ハンドル
図形の一部を変更するときに使うハンドル。図形によっては、表示されない場合もある。
回転ハンドル
選択した図形を回転するときに使うハンドル。図形によっては、表示されない場合もある。

［挿入］－［図形］
[image: ]
















〇正方形や円の描き方
SHIFT＋ドラッグで円






〇図形のスタイル変更[image: ]
図形内部と外枠の線は別設定








練習１　下のような図形を描いてみよう



（２）オブジェクト（図形）の組み合わせ同じ図形を複数作成する
①図形を選択
②Ctrl+Cでコピー
③Ctrl＋Vで貼り付け（またはCtrl＋ドラッグ）







〇オブジェクトの重なり具合の調節「図形描画ツール」の［書式］ー［配置］内の
「前面へ移動」、「背面へ移動」で調節
[image: ]








オブジェクトの選択
・オブジェクトをクリック
・［ホーム］－［編集］から「オブジェクトの選択」を選び、全体を覆うようにドラッグ
[image: ]


[image: ]〇オブジェクトのグループ化
[image: ]



[bookmark: _GoBack]


〇オブジェクトの整列オブジェクトの位置を微調整するときはオブジェクトを選択してカーソルキーで調整する




［書式］－［配置］の配置で「左右中央揃え」を選択
[image: ]





練習２　木を描いてみよう

図形オブジェクトを拡大・縮小するときはSHIFTキーを押しながら四隅のサイズ変更ハンドルをドラッグすると縦横の比率を変えずに大きさを変更できる





練習３　次の図形を描いてみよう
（１）家









（２）フィルム
















（３）木








【補足】アンカーの使い方
[image: ]（アンカー）は図形をどの行に関連付けるかの設定です。図形を描いた後、アンカーを任意の行に移動することができます。


練習４　図形を立体に見せる工夫をしてみよう（時間があったら）
（１）








（２）








（３）
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